
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１７日（金）学年末考査最終日に避難訓練を行いました。今回は、地震・火

災の避難訓練でした。世界を見ると、トルコ、シリアで大規模な地震が発生し、多

くの人々が犠牲になっています。その意味でも、タイムリーな訓練ではなかったか

と思います。生徒のみなさんはいつもと同じように、無駄な話をせず、速やかに非

難することができました。さすが尾倉中学校生です。 

【保護者・地域の皆様へ】 

学校現場における防災教育をみると、他の教科と同じく、学習

指導要領の枠内で行われていますが、「防災教育」という特定

の教科があるのではなく、さまざまな教科の中で、防災の狙い

に沿った要素を入れて防災教育が進められています。たとえば、

地域の安全に役立てるための１つの知識として消防署や消防施

設のあり方などを社会科（小学校）で、自然災害の発生メカニ

ズムを理科（小・中学校）などで、また、安全な行動を身に付け

させるため、どういったときにけがをしやすいのか、そのためにど

んなことに気を付けたらいいかなどを保健体育や特別活動・安

全指導の時間に教えています。 

いうまでもなく、防災教育は学校教育に限ったものではありま

せん。対象も子どもたちに限っているものでもありません。むし

ろ、学校現場以外の、家庭、地域、職場などでも、多くの取組が

行われていると思います。 

災害時の行動は、まさに命を左右するものとなるから、家庭で

は、緊急地震速報への対応、避難所の確認、災害時の連絡方法

の確認（とりわけ「災害用伝言ダイヤル（171）」の利用方法の

確認）、非常用食料などの備蓄が行われているのが常であり、その過程で、家族間でのコミュニケ

ーションが図られます。また、地域では、ほぼ例外なく防災訓練が町内会・自治会などの主導で実

施されているほか、防災用品の配付、小規模の勉強会・講演会も地域により実施されているようで

す。また、職場でも、避難訓練の実施や、企業によっては従業員に帰宅支援マップや防災用品の配

付、災害時の連絡・参集方法の確認を徹底しているところもあります。 

また、防災ポスターコンクール（内閣府、防災推進協議会）、防災教育チャレンジプラン（防災教

育チャレンジプラン実行委員会）、ぼうさい甲子園（兵庫県、毎日新聞社、財団法人ひょうご震災

記念 21 世紀研究機構）、小学生の防災探検隊マップコンクール（日本損害保険協会、朝日新聞

社、ユネスコ、日本災害救援ボランティアネットワーク）など、児童・生徒を対象とした多くのコンク

ール形式の行事も実施され、高い教育効果を上げています。（参考：内閣府 HP） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トルコ・シリア大地震１週間～死者３万人超 救助続く～ 

トルコ南部のシリア国境近くで大地震が発生してから１０日になります。トルコとシリアの両国で

は、これまでに合わせて４万２０００人以上が死亡し、今も多くの人たちが倒壊した建物の下に取り

残されているとみられ、懸命の救助活動が続いています。 

 

 

 

 

 

被災者はトルコ国内だけで１３００万人に上り、WHO＝世界保健機関はトルコとシリア両国の被

災者の数は、最大で２３００万人に上る可能性があるという見方を示していて、救助活動とともに被

災者の支援が課題となっています。 

被災地で活動する医療チームにテントやベッドなどの資機材を輸送するため、日本の政府専用

機がトルコに向けて出発しました。政府専用機は、トルコ南部にある空港に到着し、その後、資機材

は被災地に設けられる医療チームの拠点に陸路で運ばれる予定だということです。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

避難訓練を実施しました！（本年度最後です） 

（２月１７日 避難訓練【地震】校長先生の話） 

みなさん、こんにちは。前回の避難訓練でも話したように、避難訓練は、みなさんや先生方、

家族、友だちの「いのち」を守るためです。「いのち」に関わることはこれからも真剣に取り組

んでください。その意味で今日は真剣に取り組めたでしょうか。今後も「真剣さ」「真面目に取

り組むこと」が命を守るということを覚えていてください。 

さて、トルコ南部のシリア国境近くで大地震が発生してから１０日になります。トルコ南部で

発生したマグニチュード 7.8の地震やその後の大きな揺れで、トルコとシリアでこれまでに亡

くなった人はトルコで 3万 5418人、シリア側では少なくとも 5814人と、両国で合わせて

4万２000人を超えています。これは、隣の中間市の人口とほぼ同じです。今も多くの人たち

が倒壊した建物の下に取り残されているとみられ、懸命の救助活動が続いています。 

被災者はトルコ国内だけで１３００万人に上り、WHO＝世界保健機関はトルコとシリア両国の

被災者の数は、最大で２３００万人に上る可能性があるという見方を示していて、救助活動と

ともに被災者の支援が課題となっています。 

このように大きな地震はいつ起きるか分かりません。一人一人が防災意識を高くもって過

ごしていくことが必要です。 

４月には新入生も入学してきます。１・２年生は先輩として、来年度も防災訓練、避難訓練に

は真剣に取り組んでください。以上で先生の話を終わります。 



地震に自信を～あなたを守る次の行動～ 【総務省 消防庁HPより抜粋】 
１ まず落ち着いて身の安全を確保する 
（1）机やテーブルに身をかくす 
揺れを感じたら、まず丈夫な机やテーブルなどの下に身を隠しましょう。座ぶとんなどが身近
にあれば、頭部を保護しましょう。 
（2）非常脱出口を確保する 
揺れを感じたら、玄関などの扉を開けて非常脱出口を確保しましょう。 
（3）あわてて外へ飛び出さない 
大揺れは１分程度でおさまるので周囲の状況をよく確かめ、あわてて外へ飛び出すことなく落
ち着いて行動しましょう。 

2 あわてず冷静に火災を防ぐ 
（1）地震！すばやく火の始末をする 
使用中のガス器具、ストーブなどは、すばやく火を消しましょう。（石油ストーブは「対震自動 
消火装置」のものを使用）ガス器具は元栓を締め、電気器具はコンセントを抜きましょう。 
（2）火が出たらまず消火をする 
万一出火したら、まず消火器や三角バケツなどの消火用具でボヤのうちに消し止めましょう。 
大声で隣近所に声をかけ、みんなで協力しあって初期消火に努めましょう。 

3 狭い路地、塀ぎわ、崖や川べりに近寄らない 
狭い路地や塀ぎわは、瓦などが落ちてきたり、ブロック塀やコンクリート塀が倒れてきたりする
ので遠ざかりましょう。崖や川べりは地盤のゆるみで崩れやすくなっている場合があるので、これ
らの場所から遠ざかりましょう。 

4 避難のテクニック 
（1）避難は徒歩で、持物は最小限にする 
避難するときは、必ず徒歩で避難しましょう。服装は、活動しやすいものにしましょう。携帯品は、
必要品のみにして、背負うようにしましょう。 
（2）津波に注意する 
強い地震（震度 4 程度以上）を感じたとき、又は弱い地震であっても長い時間ゆっくりとした
揺れを感じたときは、直ちに海浜から離れ、急いで高台などの安全 な場所へ避難しましょう。ラ
ジオなどで津波情報をよく聞きましょう。 
（3）山崩れ、がけ崩れに注意する 
山ぎわや急傾斜地域では、山崩れ、がけ崩れが起こりやすいので、自分ですばやく決断し、た
だちに避難しましょう。 

5 正しい情報を入手する 
テレビ、ラジオの報道に注意してデマにまどわされないようにしましょう。市町村役場、消防署、
警察署などからの情報には、たえず注意しましょう。不要な電話は、かけないようにしましょう。特
に消防署等に対する災害状況の問い合わせ等は消防活動等に支障をきたすのでやめましょう。 

6 協力しあって応急救護をする 
軽いケガなどの処置は、みんながお互いに協力し合って応急救護しましょう。 

7 協力しあって救出活動をする 
建物の倒壊や落下物などの下敷きになった人がいたら、地域のみんなが協力しあって救出活
動を行いましょう。 

8 自動車の運転中の注意（保護者向け） 
道路の左側か空地に停車し、エンジンを止めましょう。カーラジオで火災情報を聞きましょう。
警察官が交通規制を行っているときには、その指示に従いましょう。避難するときは、キーをつけ
たままにして、徒歩で避難しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


